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地球環境問題と開発途上国

下村恭民

い浮かべるのは次のような光景である。工場の

煙突から凄まじい勢いで吐き出されるどす黒い

煙、排水によって汚染されて死んでしまった水

路の水、渋滞した道路の排気ガスで重く淀んだ

空、そして次々と伐採されていく熱帯雨林の

木々。どれもテレビの画面や新聞の写真でおな

じみの映像である。

こうした光景は、経済開発が環境保全への十

分な配慮なしに進められているために、深刻な

公害やとりかえしのつかない生態系破壊を引き

起こしていることを伝えている。開発に伴う大

気汚染、水質汚染、生態系破壊などの環境破壊

は、先進国と呼ばれている国々の体験のプレイ

バックでもあるから、われわれにとって理解し

やすい問題といえよう。

１．はじめに

地球上には約60億人の人々が生活している。

これらの人々は本当にさまざまで、人種も宗教

も文化も多様であり生活条件にも大きな差があ

るが、そうした違いがあっても、６０億人が共通

に直面するいくつかの問題がある。

地球を－つの社会と考え、地球上の住民たち

にとっての共通の問題を「地球規模の課題」（グ

ローバル・イシュー）と呼ぶ。特に重要な問題

としてすぐ思い浮かべるのは、貧困、ジェンダ

ー（性の違いによる問題)、難民、麻薬、エイズ、

テロなどであろうが、地球に住むわれわれすべ

てが直面しているという点で、地球環境問題こ

そ典型的な地球規模の課題といえる。

地球環境問題はたしかに地球社会にとって共

通の課題であるが、同時に、住民の間には重要

な立場の違いや、利害の一致しない面がある。

この点で、地球環境問題は他の地球規模の問題

とかなり異なる特徴を持っている。たとえば世

界を－人当たりの平均所得水準の高い「高所得

国」（｢先進国」と呼ばれることも多い）と、平

均所得水準の低い「開発途上国」に分けて考え

てみよう。二つのグループの間には、後で述べ

るように、地球環境問題をめぐって無視できな

い立場の違いや利害の対立があり、これが地球

環境問題を複雑で難しいものにしている。

先進国の環境問題はわれわれにとって身近だ

が、途上国の環境問題は必ずしもそうでない。

途卜同ではどのような問題が起きているのだろ

うか。それはどのような特徴があり、先進国の

問題とどこが違うのだろうか。

２）貧困と環境破壊

ただ、途上国で進行している環境破壊はこれ

だけではない。別なタイプの環境破壊も深刻な

姿を見せている。代表的な例を見てみよう。

（１）アジス・アベバの朝

東アフリカのエチオピアの首都アジス・アベ

バ(図ｌ）は、標高2400ｍの高原地帯に位置して

いるために、赤道直下にありながらいつも涼し

い。早朝に盆地の底にあるアジス・アベバから

周辺の山々に向かう道をたどると、山の方から

町に向かって下ってくる人々が、道の脇に長い

列を作っている。彼等の多くは、子供たちも女性

も老人も、思い思いのかたちで肩や頭に薪の束

を乗せている。中には大きな樹の根を担いでい

る人もいる。彼らの目的地はアジス・アベバの

市場なのだ｡市場で薪を売って､家族のために一

日のわずかな食料であるテフ（イネ科の穀物)の

粉を買うために、長い道をはだしで降りてくる。

2．途上国の二つの環境問題

１）開発と環境破壊

途ト国での環境問題というと、われわれが思
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毎日これだけの薪が消費されて、山々を楓っ

てきた木々の量は減少しないのだろうか。森林

が消滅に向かえば保水力が低下し、土壌が流失

しやすくなり、野生生物の生存が脅かされ、二

酸化炭素の吸収量も低下するだろう。街道を下

る人々がかついでいる薪のために、エチオピア

の森林の減少がどれだけ加速されるのか推定す

るのは簡単でないが、森林資源にとってマイナ

スの要因であることは否定できないだろう。

枝を切ったり根を掘り返したりして、樹木を

薪にしてしまえば林は再生能力を失い、その結

果、彼等は薪を取るためにさらに遠くまで歩か

なくてはならないかもしれない。しかし、その

日の餓えをしのぐために、わずかなテフを手に

入れるために、途上国の貧困層の人々に与えら

れている選択肢は、きわめて限られている。

態の悪化や治安の悪化を招いている。

パラワン諸島は非常に豊かな自然資源に恵ま

れている。島々全体が熱帯雨林の緑に厚く覆わ

れており、美しい海には豊富なさんご礁があっ

て、そこにはカラフルな熱帯魚とともにジュゴ

ンが生息している。

しかしながら、この豊かな自然資源は、島民

にとっての本当の恵になっていない。彼らが収

入をえるための手っ取り早い方法は海に船を出

して漁をすることだが、貧しい彼等はエンジン

つきの船や燃料を買うことが難しく、漁業の効

率が低いままに止まっている。そのため、もっ

と簡単な漁の方法が採用されている。ダイナマ

イトや毒薬を海に投げ込む乱暴な方法である。

こうした漁はもちろん違法なのだが、パラワン

だけでなくフィリピン全土の貧しい漁民によっ

て常習的に行われている。こうした漁法によっ

て海水が汚染され、さんご礁が破壊され、漁業

資源がダメージを受けることはいうまでもない。

（２）パラワン島の水辺

フィリピン群島の西のはずれにあって南シナ

海に浮かぶパラヮン諸島（図２）には、これと

いった産業がないため島内に働く場所を見つけ

ることは難しい。したがって多くの住民がマニ

ラやセプのような大都市に出稼ぎをしており、

残された家族は仕送りで細々と暮らしている。

パラワンはフィリピンでも有数の貧しい島なの

だ。なお大都会では、こうして農村や離島から

流れ込んでくる人々のスラムが発生し、衛生状

（３）マラリヤとDDTのジレンマ

途上国ではさまざまな感染症の被害が広がっ

ているが、エイズや結核などとともに、貧困層

の人々に深刻な生命の危険を与えているのがマ

ラリヤである。かつては、世界的に押さえ込ま

れていたマラリヤが勢いを強めて、毎年150万人

前後の人命を奪い、３億人の健康にマイナスの
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食澗不足影響を及ぼすようになった。犠牲者の９割がア

フリカの人々である。

どうすればマラリヤの脅威から貧困な人々を

守れるのだろうか。マラリヤは蚊によって媒介

されるが、医療保健の専門家は、蚊を駆除する

ために最も効果的な手段は殺虫剤としてのDDT'）

であるという。しかもDDTは､蚊を駆除する他の

方法に比べて４分の１の費用しかかからない2)。

しかしDDTは非常に危険な化学物質である。

かつて農薬として広く使われたDDTは、土壌や

水を汚染し、食物連鎖などを通じて人間を含む

多くの生物の健康に深刻なダメージを与えてい

たが、人々はその危険に無頓着だった。このよ

うな状況に警鐘をならすために、米国の環境保

護主義者レイチェル・カーソンは、1962年に「沈

黙の春」を書いた。この本は、DDTを含む多く

の農薬・殺虫剤・殺菌剤・除草剤などの化学物

質の無軌道な使用がいかに恐ろしいかを、生き

生きと明快に説明し、大ベストセラーとなって

有害な化学物質の禁止に貢献した。

先進国では有害な化学物質の禁止が進んだが、

途卜国では野放しになっているところも多い。

国連で地球環境問題を担当する国連環境計画

(UNEP）は、途上国でもDDTを含む12種類の化

学物質を全面禁止しようとして努力してきた。

しかし'990年代末になると、貧困国でマラリヤ

と戦う医療保健専門家の間から、マラリヤの脅

威がさらに深刻化するという理由で、DDTだけ

は禁止対象の例外とするべきだと声が高まった。

で
自
収
を

人
覇
る
加

で
讃
・
裕

図３人口、貧困、開発、環境の関連図

るが、その反面、開発による環境破壊の深刻化

の恐れがでてくる。途上国の人々は、こうした

貧困と開発と環境の間の複雑なジレンマに直面

しているのである。この三つの要因の関係を示

したのが図３である。前述のようなDDTをめぐ

るジレンマ、つまり多くの貧困な人々の生命・

健康を奪うマラリヤを退治する強力な武器であ

る殺虫剤が、同時に多くの生物と生態系に危険

をもたらす物質だというジレンマは、その象徴

的な例ということができる。

もっとも、佐藤仁がさまざまな事例を使って

主張するように3)、開発や貧困と環境問題の関係

はわれわれの想像以上に複雑なようである。ま

だ明らかになっていない部分も多いことを十分

に頭に入れて、単純な議論を避けるよう留意す

ることが必要である。

３．「地球社会」における途上国の重み

地球環境問題を考える上で、開発途上国の比

重は大きい。この重みに留意しながら議論する

ことが重要である。

表１に見るように、地球の住民のうち85％が

途卜同に住んでいる。途上国の人口増加率は先

進国よりもかなり高いから（1990年代の年平均

人口増加率は、先進国の0.6％に対して途上国は

1.6％だった)、この比重は時間とともに一層高

まるだろう。ただ、人口が圧倒的多数なのに、

世界の総生産の中で途上国の比重は２割にすぎ

ない。先進国に住むわずか15％の人口が世界の

生産高の８割を占めているわけで、先進国と途

これらの三つの例は何を物語っているだろう

か。まず途上国の貧困と環境破壊との間には関

係がありそうである。貧困の原因も数多いが、

人口増加の重要性は無視できない。人口がふえ

ると、ほかに何も変化がないかぎり一人当たり

の耕地面積が減り、－人当たりの食料が少なく

なる。途ｋ国の大半が基本的に農業国だから、

人口増加は生活水準の低下を引き起こす。人口、

貧困、環境問題の三つは密接に関連していると

考えるべきだろう。

人口増加を抑えて貧困を緩和するための努力

が「開発」と呼ばれる活動である。開発を進め

ることによって貧困による環境問題に対応でき
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表１「地球社会」における途上国の比重

（出所）WDrldDevelopmentBanMI/、〃D2vBlqpﾉｱ1e"rR叩o",2000/2001,andl997

表２商業エネルギー消費の増加率表３－人当たり商業エネルギー消費とＣＯ２排出量
(1990-97,％） 

005ｋ1８７ 

(出所）表２に同じ

使っていないのである。地球温暖化の主な原因

となっているのは二酸化炭素（CO2）であるが、

CO2の排出量についても同様で、途上国は地球全

体の半分の量を排出しているが、－人当たりの

排出量で見ると先進国の１割以下にすぎない。

次に自然資源の分布を見てみよう。表１は､水

資源や森林資源の大半が途上国の領域内にある

ことを示している。これらの貴重な自然資源が

減少し不足に向かっていると警告されているが、

こうしたタイプの環境問題（グリーン・イシュ

ーと呼ばれる）の主な舞台は途上国なのである。

このように、地球温暖化や大気汚染などの地

球環境問題について、途上国が原因のかなりの

部分に関わっている。また、賞重な環境資源の

多くが途上国にある。人類は地球環境に大きな

負担をかけて生活しているが、人類が地球環境

にかけている負担を－人当たりで見ると、先進

国に住むわれわれには、途上国の人々とは比べ

ものにならないくらい大きな責任があることが

分かる。

(出所)WOrldBank,WbrldDcwebpJ11e"lReporlm2000/2001

上国の間に生産力の大きな格差があることを示

している。途上国の人々の－人当たりGNPは先

進国の水準の５％にすぎない。物価水準の違い

を考慮した購買力平価の数字でも先進国水準の
15％弱である。

生産水準の差は所得や生活水準の差と関連せ

ざるをえないから、途上国はこの南北間格差を

少しでも縮めようとして、先進国へのキャッチ

アップに努めている。これが地球環境の劣化に
つながると懸念されている。顕著な経済格差を

考えると、単純に途上国の経済成長の抑制を期

待することは無理である。環境にできるだけ負

担をかけない成長（環境にやさしい成長）の実

現に努力するしかない。

現在、途上国は世界の商業エネルギーの半分

を消費しており（表１）、特殊な状況下にある東

欧・旧ソ連とアフリカ以外の地域では消費量が

先進国よりも早いスピードでふえている（表２）

から、この比重はやがて急速に上昇するだろう。

この傾向が続くと地球環境に深刻な影響が起き

ると懸念されるが、視点を変えて表３で－人あ

たりの消費量を見てみよう。途上国の人々は平

均して先進国の住民の２割以下（南アジアやア

フリカの人々は１割ていど）のエネルギーしか

このような状況の下では、地球社会が一致し

て対応しなければならない地球環境問題につい

て、先進国と途上国が足並みを揃えて取り組む
ことは決して簡単ではない。

高所得国 途上国

人口（1999） 891百万人14.9％ 5084百万人85.1％

GNP（1999） 22.9兆ドル７８ 4％ 6.3兆ドル２１ 6％ 

エネルギー消費瞳（1997） 47.1億トン５０ 0％ 47.2億トン５Ｃ 0％ 

CO2排出１Kk（1996） 107.3億トン４７ 3％ 119.6億トン５２ 7％ 

水資源（1998） 8.7兆ｍ３ １７ 4％ 4Ｌ3兆ｍ３８２ 6％ 

森林資源（1990） 10.8百万kｍ３２７ 2％ 28.8百万lqTf72､8％

高所得国 途上国

－人当たり

エネルギー消費
5369ｋｇ１００．０ 1005ｋｇ18.7 

－人当たりＣＯ２排出 123ｔ100.0 1.1ｔ８．９ 

隷卜国－０．６

東アジア・太平洋３ ８ 

欧州・中央アジア－５ ６ 

中南米１４ 

中東・北アフリカ２ １ 

南アジア１ ９ 

サハラ以南のアフリカ-0 ２ 

高所得国１ １ 
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中国にふさわしい環境保全型の経済発展を求め、

そのための体系的な行動計画として「アジェン

ダ21中国」を導入したのは代表的な例である。

かつて、同じくらいの経済水準にあった頃の先

進国の環境認識と比較すれば、現在の途上国の

認識は明らかに優れている。

ただ、環境配慮の意思が強いとしても、途上

国には環境保全のために必要な資金・技術・経

験などが不足している。環境配慮を担当する組

織も十分に整備されていない。

４．地球環境問題をめぐる南北対立

1992年にブラジルのリオ・デ・ジャネイロで

｢地球サミット」（正式な名称は「環境と開発に

関する国連会議｣）が開かれ、「リオ・デ・ジャ

ネイロ宣言」が発表されて、世界各国は環境破

壊に歯止めをかける共通の責任を有することを

あらためて確認した。1987年にプルントラント

報告「われら共有の未来」で提唱された「持続

可能な開発」（現在の世代のニーズを満たすため

の開発を、将来の世代がニーズを満たすことが

できる範囲内で行う）の理念は、参加各国によ

って広く受け入れられたのである。同時に、リ

オ宣言は南北間で地球環境に関する責任に差が

あることを確認した。「共通だが差のある責任」

という原則が合意されたのである。なぜ責任の

差を認めたのだろうか。

先進国と途上国の間には、表１が示すような

巨大な経済格差がある。差を少しでも縮めよう

とする途上国の心理は当然であろう。途上国側

には、環境配慮によって南北間格差が固定され

てしまうことへの懸念がある。このような途上

国の主張に配慮して、リオ宣言では途上国の「開

発の権利」が認められた。これは、1986年の国

連総会において圧倒的多数で採択された概念で、

人間が人間らしい尊厳を維持しながら生存する

ために必要な最低限の食料、栄養、基礎教育、

衛生条件、住宅などを手にする権利である４１．

途卜同から見れば、現在の先進国の高い生産

水準は、産業革命の初めから先進国が環境破壊

を続けた結果である。先進国が、長い間、大量

生産・大量消費・大量廃棄によって高い生活水

準をエンジョイしてきたのに、途上国だけが環

境配慮を条件付けられて経済開発のスピードを

制約されるのは不公平だとの不満が強い。また、

先進国の経済開発を支えたのが、途上国の領域

にあった金属資源（石油、鉄鉱石など)、農業資

源（綿花、砂糖、ゴムなど)、漁業資源、森林資

源（チークなどの木材）そして人的資源（安価

な労働力）だという、割り切れない思いもある。

これが「差のある責任」の考え方の背景である。

誤解を避けなければならないが、途上国でも環

境配慮の認識、環境保全の重要性に関する認識

は着実に強まっている。中国政府が、２１世紀の

５．途上国の環境配慮への支援

１）なぜ支援が必要なのか

南北間には地球環境問題に対する責任の程度

の違いがあり、また責任を負担する能力、つま

り資金力・技術力の差がある。その一方で、地

球環境問題は地球の全住民にとって共通の課題

である。それでは、共通の責任に対してどのよ

うに足並みを揃えて対応するべきなのだろうか。

前述のように「持続可能な開発」の概念ついて

はコンセンサスがあるが、多くの途上国では、

持続可能な形で開発を進めるのに必要な資金・

技術・経験などが不足しており、さらに環境配

慮を担うための体制も十分に整備されていない。

これが途卜国の抱える共通の問題点である。途

上国は、国際社会の一員として持続可能な開発

のための努力に参加しているが、求められる責

任をはたすために必要な資源と、持っている手

持ちの資源の間にギャップがある。途上国の努

力だけではこのギャップを埋めるのが難しいと

すれば、先進国を中心とする国際社会が支援し

ていかなければならないだろう。

２）途上国に対する支援：さまざまな担い手、

さまざまな仕組み

途卜同が行う環境改善努力に対する国際社会

の支援を考えると、非常に多くの側面があるこ

とが分かる。

支援の担い手を考えても、国連や世界銀行の

ような国際機関、先進国の援助機関、民間企業、

NGO（非政府組織）・ＮＰＯ（非営利市民団体）

など色々ある。それぞれの担い手が、それぞれ

の強みを持っているので、独特の強みを生かす
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ことによって有効な貢献が期待できる。

また、担い手が連携して相互に助け合うことに

よって、それぞれの担い手の不得意な面、弱い

面を補うことができ、国際的支援をより効果的

なものにすることができる。

であることは広く知られているが、中国と日本

の両政府は、大気汚染対策を共同で進めること

に合意した。1999年に三つの「モデル都市」（重

慶、賞陽、大連）を選び、各種の大気汚染対策

を共同で実施した。内容としては、発電所に排

煙装置や脱硫装置を取り付けたり、セメントエ

場から粉塵が出ないように処理設備を導入した

り、エネルギー源を石炭から天然ガスに切り替

えることによってCO2の排出量を減らしたりす

るものである。

インドの北西部では、かつては豊かな森林が

あったというが、現在では砂漠化が進行してい

る。そこで、各地で大規模な植林計画が実施さ

れている。森林資源を復活させることによって、

土壌の流出を食い止め、大地の保水力を強化し、

野生生物が住みやすい環境を作る努力が行われ

ているが、日本政府はこれらの計画に積極的な

支援を行ってきている。

他の担い手と比べてＯＤＡが特に強みを発揮す

るのは、ａ）大型の事業、たとえば地下鉄を建設

して道路の交通渋滞を緩和し、それによって温

室効果ガスの増加を抑える試みとか、ｂ）組織

力・総合力の必要な事業、たとえば広い範囲の

農村地域で行われる各種の小規模な事業（農村

電化、農道整備、小規模潅瀧、保健所の増設な

ど）を組織的にまとめて実施する総合農村開発
などである。

（１）国際機関による支援

国際機関の強みは、広くはりめぐらされたネ

ットワークと高い専門的能力である。また、国

際機関には中立的な性格があるため、特定の先

進国からの支援よりは途上国側の抵抗が少なく、

受け入れられやすい場合もある｡世界には非常

に多くの国際機関があり、途上国の支援を目的

として作られた機関も少なくないが、これらは

大きく二つのグループに分けることができる。

一つは国連の中の専門機関である。地球環境問

題を専門とする国連機関の代表的なものが、「国

連環境計画」（UNEP）である。1972年に「かけ

がえのない地球」を合言葉として開催された、

｢国連人間環境会議」の決議によって設立された。

もう一つのグループが世界銀行、アジア開発銀

行、アフリカ開発銀行などのような「開発金融

機関」で、途上国への資金支援を担当している。

世界銀行と国連環境計画は、国連開発計画

(UNDP）という別の国連機関（途上国に必要な

技術を伝える仕事を担当している）と共同で、

｢地球環境ファシリティ」（GEF）という基金を

運営し、途上国で行われる環境保全事業に資金

を提供している。このファシリティの支援対象

となった事業の中には、西アフリカのブルキナ

ファソでの砂漠化防止、南米のボリビアとアル

ゼンチンでの土壌汚染防止などがある。

（３）民間企業の役割

民間企業には豊富な資金力と技術力があり、

また、公的機関よりも効率的に仕事を進める能

力とノウハウを持っている。したがって、途上

国支援を効果的なものとするためには、民間部

門の強みをできるだけ生かすことが必要で、「民

活型」の途上国支援には豊かな可能性がある。

地球温暖化の防止を例に考えてみよう。再生

可能なクリーン・エネルギーの開発、エネルギ

ー効率の改善、大規模植林などは、温室効果ガ

スの減少や抑制に効果を上げうる事業である。

これらの事業を国際機関の「地球環境ファシリ

ティ」や先進国の環境ＯＤＡで支援することがで

きるが、民間企業が手がけてくれれば、それに

よって不必要になった公的資金・援助資金を、

（２）先進国政府による援助

先進国政府による途上国支援にも色々な形が

あるが、その中で一定の基準以上に有利な条件

で行われるものが「政府開発援助」（ODA）で、

日本では途上国の環境改善を目的とする援助を

｢環境ＯＤＡ」と呼んでいる。環境専門家が途上

国側に技術を伝える技術協力や、環境保全事業

に必要な資金を供給する資金協力がある。代表

的な例を二つ紹介しておきたい。

中国の大気汚染が世界でも有数の深刻なもの
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れてしまったので、水質浄化の努力が進められ

ている。その中の一つの試みとして、川岸に多

くの数の公衆トイレを設置し、汚水がガンジス

に流れ込むのを防いでいる。巨大な数の公衆ト

イレだから、そのメインテナンスは行政機構に

とって大変な負担となる。そこで、インド社会

の最下層の人々による相互扶助組織がその仕事

を請け負い、河川浄化の重要な担い手となって

いる。また、底辺の人々の雇用を増加する効果

もでている。

民間ベースでは対応しにくい、農村道路とか辺

地での医療とかスラムの環境改善のような分野

に回すことができる。

色々な民活型の仕組みが工夫されているが、

世界銀行が作った「炭素基金」（カーボン．ファ

ンド）も一つの代表的な試みである。この仕組

みを通じて、民間企業は、途上国で行う温室効

果ガスの抑制事業に必要な資金を融資してもら

える。炭素基金の融資を利用して実施された事

業によってCO2が減少すれば、企業は減少した

CO2を金額に換算して販売することができるし、

その金額を使って返済することができる。ＣＯ２

の削減分に市場価値を認めて取引する試みはま

だ始まったばかりだが、将来有望な分野である。

とくに京都議定書が発効して先進国のCO2削減

努力が本格化すれば、途上国で温室効果ガスを

削減して、削減されたCO2を自分の削減実績に

含めたいというニーズが高まり、削減されたＣＯ２

(｢排出権」という）の価値も高まるだろう。

３）“援助疲れ,,のジレンマ

途'三国の環境問題を緩和するためには、国際

社会から途上国への十分な支援が不可欠である。

また、途卜国の側には、産業革命の時代から先

進国によって続けられてきた、途上国の環境破

壊への“補償，,という意味で援助を求める声も

強い。

その一方で、先進国は財政赤字や不況からく

る「援助疲れ」に苦しんでいる。こうした制約条

件の下で、国際社会が責任と期待に応えるため

には、どんな工夫をしたらよいのだろうか。それ

がこれから、みんなで考えるべき課題である。

（４）ＮＧＯ、NPOの貢献

最近、色々な分野でのＮＧＯやＮＰＯの役割が

高く評価されるようになったが、途上国の支援

についても、ＮＧＯ・ＮＰＯの持つ柔軟性や機動

性、底辺の人々との信頼関係の強さなどが大き

な役割をはたしている。それでは、途上国の環

境問題に取り組む上でのＮＧＯ・ＮＰＯの強みは何

だろうか。

前述のように、途上国では“貧しさ，，が環境

劣化の重要な原因である。したがって草の根の

貧困を放置したままでは有効に環境保全するこ

とは難しいが、残念ながら、途上国では行政機

構が弱体で未発達なため、行政を通じて底辺の

貧困層の人々にアクセスすることは難しい。そ

の点でＮＧＯやＮＰＯ、とくに途上国の現地ＮＧＯ・

ＮＰＯは大きな優位性を持っている。

前述した北西インドの植林ＯＤＡの場合、大き

な数の苗木を植え、継続的に面倒を見る地道な

作業が不可欠であるが、そのような作業を担っ

ているのは貧しい村の人々であり、多くの地域

でインドの現地ＮＧＯがそれを支援している。イ

ンドの“聖なる川，，として知られるガンジスの

流れは、生活廃水や工場廃水ですっかり汚染さ

註

１）ＤＤＴ（dichloro-diphenyl-trichloro-ethane、ジク

ロール・ジフェニール・トリクロール・エタン）

は有機塩素化合物の代表的殺虫剤。1874年にド

イツで初めて合成され、害虫駆除に広く使用さ

れた。米国で1972年に禁止され、先進国では禁

止となっている。

２）マラリヤ対策としてのDDTの効果は、FHnancial

Times，April25，2000,FinancialTimes， 

December8，２０００，ＴｈｅＮｅｗＹｏｒｋＴｉｍｅｓ， 

December26,2002などで強調されている。

３）佐藤仁、「稀少資源のポリティクスタイ農

村にみる開発と環境のはざま｣、東京大学出版

会、2002年、“｢問題」を切り取る視点一環境問

題とフレーミングの政治学"、石弘之編「環境学

の技法｣、東京大学出版会、2002年などを参照

４）「開発の檎利」については、多谷千香子、「ODA

と環境・人権｣、有斐閣、1994年の第３章が詳

しい。
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